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委員

学識経験者
日本大学 教授 小早川 悟

日本大学 助教 吉岡 慶祐

国土交通省
（道路管理者）

千葉国道事務所 計画課 専門官

千葉国道事務所 交通対策課 専門官

千葉県
（道路管理者）

県土整備部 道路計画課 主査

葛南土木事務所 道路建設課 課⻑

葛南土木事務所 維持課 課⻑

千葉県
（交通管理者）

警察本部 交通規制課（規制担当） 係⻑

警察本部 交通規制課（信号担当） 係⻑

船橋警察署 交通課 係⻑

船橋東警察署 交通課 係⻑

船橋市
（道路管理者） 道路部 道路建設課 課⻑補佐

道路設計技術者※） 福山コンサルタント

※）交通工学研究会認定（TOE・TOP取得）あるいは同等の資格保有者

２．対策部会の進め方
（１）対策部会のメンバー
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場所把握の容易さやデータ整備状況を踏まえて、町丁⽬単位
として評価する。
【評価指標】
①人口
・総人口 ︓上位30位内 [１点]
・人口密度︓上位30位内 [１点]

市平均の2倍以上 [１点]
・⼦供の割合︓市平均以上 [１点]
・⾼齢化率 ︓市平均以上 [１点]
②死傷事故（人身事故）
・全道路での件数 ︓上位30位内 [１点]
・市道での件数 ︓上位30位内 [１点]
・全道路での事故率︓上位30位内 [１点]
・市道での事故率 ︓上位30位内 [１点]

市平均の500倍以上 [１点]
・市道事故の割合 ︓市平均以上 [１点]
③急減速挙動（ETC2.0データ前後加速度-0.3G以下）
・市道での件数 ︓上位30位内 [１点]
・市道での事故率 ︓上位30位内 [１点]
④対策要望
・ゾーン30、ゾーン30プラス指定エリア︓未対策[3点]
(予定エリアも含む)

・地域・警察要望 ︓5件以上[5点] 、2件以上[3点]
1件[１点]

ＳＴＥＰ①︓選定指標の設定・加点
評価指標①〜④の各得点による総合評価での優先順位を検
討し、上位に位置付けられたエリアを対策候補エリアとして選定

ＳＴＥＰ②︓対策優先度検討

対策整備済あるいは計画策定済エリア等は除外
ＳＴＥＰ③︓既存整備状況・計画等の確認

隣接エリアの状況に応じてエリア統合して箇所を選定
ＳＴＥＰ④︓対策エリア決定＆近隣エリア統合

【対策エリアの選定方法】

２．対策部会の進め方
（２）交通安全対策エリアの選定
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【対策エリアの選定結果】

葛飾地区
（対策検討予定エリア）
⇒今年度の対策検討

エリアに選定

中野木地区
（対策検討予定エリア）
⇒今年度の対策検討

エリアに選定

残りの優先度が⾼いエリア
は次年度以降に検討予定

２．対策部会の進め方
（２）交通安全対策エリアの選定
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓位置図（中野木地区）

拡大

対策検討
予定エリア
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中野木地区は住宅地であり、エリア内には小学校が⽴地し、学校指定の通学路がある。

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓エリア概況

凡 例
対策検討予定エリア

通学路©NTTインフラネット

船橋市⽴
前原中学校

100m

中野木
1丁目

前原⻄
1丁目

中野木地区

船橋市⽴
中野木小学校

前原⻄
4丁目 前原⻄

5丁目

中野木
2丁目
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓対策の実施状況
小・中学校周辺には交差点カラー舗装やイメージハンプ等の対策が実施されている。

対 策 エ リ ア

凡 例

写 真 撮 影 箇 所

A 路⾯標⽰ 止まれ

①

B 路⾯標⽰ 速度関係

②

C 路⾯標⽰ 通学路、学童関係

③
D 路⾯標⽰ 各種注意喚起

④

E イメージハンプ

⑤

F 交差点カラー舗装

⑥
G 看板 通学路、学童関係

⑦

H 看板 各種注意喚起

⑧

I 規制標識 一時停止

⑨
J 歩道ガードパイプ

⑩

K 歩道ボラード

⑪

L 路肩カラー舗装

⑫
M 路⾯カラー舗装

⑬

N 路⾯減速標⽰

⑭

①

②
③

④ ⑨

⑪
⑩

⑤

⑥

⑦

⑧

⑫

⑭

⑬
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歩⾏者事故が多い

©NTTインフラネット

急減速が多く、
事故も発生

⾃転⾞・歩⾏者
事故が発生

急減速が多く、
事故も発生

急減速が多く、
事故も発生

中野木地区

100m

急減速が多く、
事故も発生

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓事故・急減速発生状況

※出典
事故︓（公財）交通事故総合分析センター 交通事故統合

データ（2018年~2021年）
急減速︓ ETC2.0プローブデータ（挙動履歴︓様式1-4）より

算出。2022年9〜11月の合計値

外周道路で事故や急減速が多く発⽣している。
 エリア内の⼀部の路線で急減速が多く発⽣している区間があり、歩⾏者事故および⾃転⾞事故も発⽣している。

★ 歩⾏者事故
★ ⾃転⾞事故
★ その他事故（⾃動⾞等）
× 急減速挙動（-0.3G以下）

凡　例
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓地域要望
当該エリアでは、地元より交通安全に関する地域要望が多いエリアである。
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓⾛⾏台数

※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値

幹線道路とエリア内の⼀部路線で通⾏量が多い状況である。

〜 100
100 〜 200
200 〜 500
500 〜 1000

1000 〜

⾛⾏台数（台/3ヶ月）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

⾛⾏台数が多い

©NTTインフラネット100m

中野木地区

⾛⾏台数が多い

⾛⾏台数が多い

⾛⾏台数が多い
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓平均⾛⾏速度

〜 10
10 〜 20
20 〜 30
30 〜 40
40 〜

凡例（km/h）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値（全日の平均）

外周道路では、国道296号に接続する市道で速度低下が発⽣している。
 エリア内を⾛⾏する⾞両の旅⾏速度は、⼀部の区間で平均速度が⾼くなっている。

国道296号及び接続道路で
速度低下が起きている

中野木地区

©NTTインフラネット100m

やや速度が⾼い

やや速度が⾼い
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※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値

〜 20
20 〜 40
40 〜 60
60 〜 80
80 〜

凡例（％）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓ 30km/h以上の⾛⾏⾞両の割合
 エリア内の⼀部区間でやや⾼い速度で⾛⾏している⾞両の割合が多くなっている。

⾼い速度で⾛⾏す
る⾞両が多い

中野木地区

©NTTインフラネット100m
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※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値

速度低下区間等を避けるために、エリア内では抜け道利⽤がされている可能性が⾼く、通過交通が多い路線・区間が存在する。

〜 20
20 〜 40
40 〜 60
60 〜 80
80 〜

抜け道利⽤の割合[%]

ｻﾝﾌﾟﾙなし
©NTTインフラネット

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路

● 抜け道⾛⾏
● 抜け道以外⾛⾏

凡例

©NTTインフラネット

通過交通が多い

中野木地区

100m

中野木地区

通過交通が多い

通過交通が多い

通過交通が多い

100m

通過交通が多い

通過交通が多い



33※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の全日朝ピーク時（7〜８時台）
※背景地図の出典︓国土地理院地図を加工して作成

朝ピーク

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路

国道296号や接続市道
の渋滞を避け、ショート
カットとして、抜け道利⽤

されている

着⽬区間

凡 例
速度10km/h未満
速度20km/h未満
速度30km/h未満
速度30km/h以上

対策検討予定エリア



34※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の全日朝ピーク時（7〜８時台）
※背景地図の出典︓国土地理院地図を加工して作成

凡 例
速度10km/h未満
速度20km/h未満
速度30km/h未満
速度30km/h以上

朝ピーク

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路

着⽬区間

国道296号や接続市道
の渋滞を避け、ショート
カットとして、抜け道利⽤

されている

対策検討予定エリア



35※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の全日夕ピーク時（17〜18時台）
※背景地図の出典︓国土地理院地図を加工して作成

凡 例
速度10km/h未満
速度20km/h未満
速度30km/h未満
速度30km/h以上

夕ピーク

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路

着⽬区間

対策検討予定エリア
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対 策 エ リ ア

凡 例

信 号 交 差 点

学 校 教 育 施 設

写 真 撮 影 箇 所

公共医療福祉施設

公 園

商 業 施 設

②

④

⑤

⑦

前原山下公園前 ①

③

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況

⑥

⑧

抜け道利⽤が多い
信号機未設置

路肩が狭く危険

歩⾏者が
多いため危険

中野木⼩学校通学路中野木⼩学校通学路

中野木⼩学校通学路

歩⾏者が
多いため危険

歩⾏者が
多いため危険

アルビス前原中央公園前

国道296号前原中学校前

前原山下公園〜⼋坂神社間
抜け道利⽤が多い

③

②

⑤

④

⑥

⑧

⑦
①

©NTTインフラネット

⾃転⾞、歩⾏者が多い

⾃転⾞、歩⾏者が多い

36
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況

着⽬エリア①

©NTTインフラネット

着⽬エリア②-1

着⽬エリア②-2

着⽬エリア④

着⽬エリア位置図

着⽬エリア③
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬区間1

抜け道利⽤の多い区間だが、
幅員が狭いため相互通⾏が

困難な箇所もある

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

写真②

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

写真③

写真②写真①

写真③

最大幅員6.69ｍ
最⼩幅員3.6ｍ

写真①着⽬エリア①

©NTTインフラネット
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬区間2-1

着⽬エリア②-1

©NTTインフラネット

最大幅員8.75ｍ
最⼩幅員3.98ｍ

写真②

最大幅員8.75ｍ
最⼩幅員3.98ｍ

写真③

写真②

写真①

写真③

最大幅員8.75ｍ
最⼩幅員3.98ｍ

写真①

抜け道利⽤の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬区間2-2

着⽬エリア②-2

©NTTインフラネット

最大幅員6.58ｍ
最⼩幅員3.65ｍ

写真②

最大幅員6.58ｍ
最⼩幅員3.65ｍ

写真③

最大幅員6.58ｍ
最⼩幅員3.65ｍ

写真①

写真②

写真①

写真③

抜け道利⽤の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている
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着⽬区間3

抜け道利⽤の多い区間であり、
通学路の為歩⾏者が多く危険

写真②

写真①

写真③
写真④

２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

写真④

最大幅員7.18ｍ
最⼩幅員3.61ｍ

着⽬エリア③

©NTTインフラネット

最大幅員7.18ｍ
最⼩幅員3.61ｍ

写真①

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

写真②

最大幅員7.18ｍ
最⼩幅員3.28ｍ

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

写真③
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬区間4

抜け道利⽤の多い区間であり、
通学路の為歩⾏者が多く危険

写真④

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

着⽬エリア④

©NTTインフラネット

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

写真①

写真②写真①

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

写真②

写真③

写真④

最大幅員9.1ｍ
最⼩幅員3.95ｍ

写真③
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２．対策部会の進め方
（３）交通安全対策エリアの分析方針︓都市計画道路の整備状況

出典︓都市計画図（2018年3月版）及び船橋市GISデータ（2022年8月時点）より作成

当該エリアの都市計画道路の整備は⼀部未整備となっている。

都市計画道路の整備状況

凡 例
整備済
未整備（事業化済）
未整備（未事業化）

中野木地区

200m

一部未整備
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拡大

対策検討
予定エリア

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓位置図（葛飾地区）
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葛飾地区は住宅地であり、エリア内には小学校が⽴地し、学校指定の通学路がある。

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓エリア概況

葛飾地区

©NTTインフラネット

古作
3丁目

印内
1丁目

葛飾中学校

葛飾小学校

印内
2丁目

⻄船
7丁目

⻄船
6丁目

⻄船
5丁目

凡 例
対策検討予定エリア

通学路100m
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対 策 エ リ ア

凡 例

写 真 撮 影 箇 所

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓対策の実施状況
小・中学校周辺にはスクールゾーンや横断歩道カラー舗装の対策が実施されている。

②

①

A
①

スクールゾーン B
②

路⾯標⽰ 止まれ

③

C

③

路⾯標⽰ 学校アリ

D

④

路⾯標⽰ 横断者に注意

④

F

⑥

標識 学校アリ 通学路

G 標識 交差点アリ

⑦

⑦

⑤

⑥

K

K

⑪

K 横断歩道カラー舗装

⑪

J ガードパイプ

⑩

I 路肩カラー舗装

⑨

⑨

⑩

E 交差点カラー舗装

⑤

⑧

H 路⾯カラー舗装

⑧
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓事故・急減速発生状況
外周道路で事故や急減速が多く発⽣している。
 エリア内の⼀部の路線で急減速が多く発⽣している区間があり、歩⾏者事故も発⽣している。

歩⾏者事故が発生

葛飾地区

※出典
事故︓（公財）交通事故総合分析センター 交通事故統合

データ（2018年~2021年）
急減速︓ ETC2.0プローブデータ（挙動履歴︓様式1-4）より

算出。2022年9〜11月の合計値

★ 歩⾏者事故
★ ⾃転⾞事故
★ その他事故（⾃動⾞等）
× 急減速挙動（-0.3G以下）

凡　例

急減速が多く、
事故も発生

©NTTインフラネット100m

急減速が多く、
⾃転⾞事故も発生
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓地域要望
当該エリアでは、地元より交通安全に関する地域要望が多いエリアである。
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓⾛⾏台数
県道180号に並⾛する南北道路で通⾏量が多い状況である。
 エリア内を東⻄に抜ける道路が1つしかないため通⾏量が多い状況である。

⾛⾏台数が多い

※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値

〜 100
100 〜 200
200 〜 500
500 〜 1000

1000 〜

⾛⾏台数（台/3ヶ月）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

葛飾地区

©NTTインフラネット100m
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓平均⾛⾏速度
外周道路では、国道14号接続する市道及びエリア南側で速度低下が発⽣している。
 エリア内を⾛⾏する⾞両の旅⾏速度は、県道180号に並⾛する南北道路と⼀部の区間で平均速度が⾼くなっている。

やや速度が⾼い

〜 10
10 〜 20
20 〜 30
30 〜 40
40 〜

凡例（km/h）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値（全日の平均）

葛飾地区

©NTTインフラネット100m

国道14号に接続する道路
で速度低下が発生



51

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓ 30km/h以上の⾛⾏⾞両の割合
県道180号に並⾛する南北道路の北側で、⾼い速度で⾛⾏している⾞両の割合が多くなっている。

⾼い速度で⾛⾏
する⾞両が多い

⾼い速度で⾛⾏
する⾞両が多い

葛飾地区

©NTTインフラネット100m

※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値

〜 20
20 〜 40
40 〜 60
60 〜 80
80 〜

凡例（％）

ｻﾝﾌﾟﾙなし
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速度低下区間等を避けるために、エリア内では抜け道利⽤がされている可能性が⾼く、通過交通が多い路線・区間が存在する。

©NTTインフラネット

※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。
2022年9〜11月の合計値

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路

©NTTインフラネット

通過交通が多い

〜 20
20 〜 40
40 〜 60
60 〜 80
80 〜

抜け道利⽤の割合[%]

ｻﾝﾌﾟﾙなし
● 抜け道⾛⾏
● 抜け道以外⾛⾏

凡例

葛飾地区

通過交通が多い

100m

通過交通が多い

葛飾地区

通過交通が多い

100m



53※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の全日朝ピーク時（7〜8時台）
※背景地図の出典︓国土地理院地図を加工して作成

朝ピーク

着⽬区間

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路

対策検討予定エリア

凡 例
速度10km/h未満
速度20km/h未満
速度30km/h未満
速度30km/h以上



54※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の全日朝ピーク時（7〜8時台）
※背景地図の出典︓国土地理院地図を加工して作成

朝ピーク

着⽬区間

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路

対策検討予定エリア

凡 例
速度10km/h未満
速度20km/h未満
速度30km/h未満
速度30km/h以上
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©NTTインフラネット

N
対 策 エ リ ア

凡 例

信 号 交 差 点

学 校 教 育 施 設

写 真 撮 影 箇 所

公共医療福祉施設

公 園

商 業 施 設

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況

抜け道利⽤が多い

⾃転⾞歩⾏者が
多いため危険 ⾃転⾞歩⾏者が

多いため危険

中山競馬場方⾯へ
の渋滞が発生

信号機未設置

⾃転⾞歩⾏者が
多いため危険

抜け道利⽤が多い

抜け道利⽤が多い

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④

⑥

⑤
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況

©NTTインフラネット

着⽬エリア位置図

着⽬エリア①-1

N

着⽬エリア①-2

着⽬エリア②-1

着⽬エリア②-2
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着⽬区間1-1

抜け道利⽤の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている 写真①

写真③

写真②

２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬エリア①-1

©NTTインフラネット

最大幅員7.79ｍ
最⼩幅員3.53ｍ

写真①

最大幅員7.79ｍ
最⼩幅員3.53ｍ

写真③

最大幅員7.79ｍ
最⼩幅員3.53ｍ

写真②
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬区間1-2

抜け道利⽤の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている

着⽬エリア①-2

©NTTインフラネット

写真①

写真②

写真③

最大幅員7.79ｍ
最⼩幅員3.53ｍ

写真①

最大幅員7.79ｍ
最⼩幅員3.53ｍ

写真②

最大幅員7.79ｍ
最⼩幅員3.53ｍ

写真③
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬区間2-1

抜け道利⽤の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている

着⽬エリア②-1

©NTTインフラネット

最大幅員11.92ｍ
最⼩幅員3.52ｍ

写真①

最大幅員11.92ｍ
最⼩幅員3.52ｍ

写真②

最大幅員11.92ｍ
最⼩幅員3.52ｍ

写真③

写真①

写真②

写真③
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓現地状況（拡大図）

着⽬区間2-2

抜け道利⽤の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている

着⽬エリア②-2

©NTTインフラネット

最大幅員11.92ｍ
最⼩幅員3.52ｍ

写真①

最大幅員11.92ｍ
最⼩幅員3.52ｍ

写真②

最大幅員11.92ｍ
最⼩幅員3.52ｍ

写真③

写真①

写真②

写真③
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２．対策部会の進め方
（４）交通安全対策エリアの分析方針︓都市計画道路の整備状況
当該エリアの都市計画道路の整備は⼀部未整備となっている。

都市計画道路の整備状況

200m

国道14号が未整備

出典︓都市計画図（2018年3月版）及び船橋市GISデータ（2022年8月時点）より作成

凡 例
整備済
未整備（事業化済）
未整備（未事業化）

未整備路線

葛飾地区
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市道

データ整備状況を踏まえて、DRM区間単位として評価
する。ただし、1・2級道路を対象とする。
【評価指標】
①旅⾏速度（ETC2.0データ）
・平日12時間/平日朝ピーク時/平日夕ピーク時/
休日12時間平均旅⾏速度
[各3点︓10km/h未満、各2点︓15km/h未満、
各1点︓20km/h未満]

②交通量（ETC2.0データサンプル数）
・⾛⾏台数[3点︓30台/日以上]
③道路の幅員
・道路幅員[5点︓13ｍ以上、3点︓5.5ｍ以上、

1点︓3ｍ以上]
④区間延⻑ [3点︓100ｍ以上、1点︓50m以上]
⑤道路の機能
・道路種別[3点︓1級道路、2点︓2級道路]

ＳＴＥＰ①︓対策指標の設定・加点

ＳＴＥＰ②︓対策優先度検討

ＳＴＥＰ③︓対策区間決定
隣接区間を統合し、対策区間を決定し、既存計画や地

域要望等の有無を確認した上で、対策検討・⽴案を⾏う。

評価指標①〜⑤の各得点による総合評価での優先順
位を検討し、上位箇所を対策候補区間として選定。

国道・県道

データ整備状況を踏まえて、DRM区間単位として評価
する（直轄と県管理路線を別々に評価）。
【評価指標】
①旅⾏速度（ETC2.0データ）
・平日12時間/平日朝夕ピーク時/休日12時間
平均旅⾏速度
[各3点︓15km/h未満、各2点︓20km/h未満、
各1点︓30km/h未満]

②渋滞によるロス時間
・延⻑あたりの損失時間（速度差×交通量）
[3点︓20位以内、2点︓100位以内、
1点︓200位以内]

ＳＴＥＰ①︓対策指標の設定・加点

ＳＴＥＰ②︓対策優先度検討

ＳＴＥＰ③︓対策区間決定
隣接区間の統合を⾏い、対策区間を決定し、既存計

画有無確認した上で、対策要望を⾏う。

評価指標①〜②の各得点による総合評価での優先順
位を検討し、上位箇所を対策候補区間として選定。

２．対策部会の進め方
（５）交通円滑化対策箇所の選定



63

国道・県道 市道

※市道の対象区間︓1394区間での評価
優先度最⾼︓上位10位以内、優先度⾼︓上位50位以内、優先度中︓上位100位以内、優先度低︓その他順位

※直轄路線の対象区間︓45区間での評価
優先度最⾼︓上位10位以内、優先度⾼︓上位20位以内、優先度中︓上位25位以内、優先度低︓その他順位

※県管理路線の対象区間︓ 299区間での評価
優先度最⾼︓上位20位以内、優先度⾼︓上位60位以内、優先度中︓上位120位以内、優先度低︓その他順位

【対策区間の選定結果】

残りの優先度最⾼エリア
は今後検討予定

【検討エリア】
⾦杉五差路交差点

２．対策部会の進め方
（５）交通円滑化対策箇所の選定

【検討エリア】
⾦杉五差路交差点

残りの優先度最⾼エリア
は今後検討予定



64

残りの優先度最⾼エリア
は今後検討予定

【検討エリア】
⾦杉五差路交差点

※市道の対象区間︓1394区間での評価
優先度最⾼︓上位10位以内、優先度⾼︓上位50位以内、優先度中︓上位100位以内、優先度低︓その他順位

※直轄路線の対象区間︓45区間での評価
優先度最⾼︓上位10位以内、優先度⾼︓上位20位以内、優先度中︓上位25位以内、優先度低︓その他順位

※県管理路線の対象区間︓ 299区間での評価
優先度最⾼︓上位20位以内、優先度⾼︓上位60位以内、優先度中︓上位120位以内、優先度低︓その他順位

【対策区間の選定結果】
国道・県道・市道

２．対策部会の進め方
（５）参考︓交通円滑化対策箇所の選定
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拡大

対策検討
予定箇所

２．対策部会の進め方
（６）交通円滑化対策箇所の分析方針︓位置図（⾦杉五差路交差点）
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２．対策部会の進め方
（６）交通円滑化対策エリアの分析方針︓地域要望
当該交差点では、地元より交通安全に関する地域要望が多いエリアである。
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※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の平均値

1 10km/h未満

11 20km/h未満

21 30km/h未満

31 40km/h未満

41 50km/h未満

51 60km/h未満

61 60km/h以上

0 ｻﾝﾌﾟﾙなし

速度

7時台 30 31 27 28 31 26 24 25 21 20 19 18 19 16 15 17 16 18 20 20 17 20 15 18 23 29 32 32 32 23 30 27 24 28 32 31 32 30 31 28 27 33 34

8時台 20 21 18 15 16 18 17 16 16 11 10 12 16 15 13 15 14 16 14 11 14 17 15 17 23 28 29 31 32 26 23 24 24 29 29 32 30 28 29 30 26 22 32

9時台 27 24 17 28 30 25 23 25 20 22 17 20 18 16 15 16 18 23 22 20 19 22 18 19 24 28 28 28 28 21 25 22 22 25 29 30 31 28 31 28 26 22 30

10時台 32 36 34 31 33 31 24 26 22 19 21 24 18 17 17 17 17 17 16 18 23 19 19 17 24 28 29 28 24 24 23 21 18 26 30 31 19 16 25 24 23 23 30

11時台 28 30 23 28 29 25 26 25 19 19 18 18 13 17 17 17 19 21 18 14 20 13 16 18 25 27 27 27 26 21 23 16 21 23 28 31 19 20 17 23 20 20 32

12時台 26 29 27 25 30 25 23 23 18 20 16 20 19 16 16 18 20 22 22 20 16 13 18 20 25 27 29 27 25 24 17 19 24 23 30 30 25 22 24 24 26 22 25

13時台 25 29 31 29 27 24 22 24 20 17 16 17 17 16 16 18 18 20 20 14 19 22 18 20 24 29 29 30 27 27 26 19 19 27 30 31 31 29 31 24 27 19 31

14時台 30 34 20 23 28 25 19 17 18 14 13 13 20 15 17 18 20 21 20 16 23 15 13 19 24 28 29 30 28 24 24 14 24 25 29 31 30 31 28 26 21 19 30

15時台 26 21 21 21 21 20 16 14 16 14 15 12 15 14 15 15 18 21 21 20 15 18 18 20 23 27 28 28 30 25 23 18 23 26 29 27 29 26 21 25 25 15 27

16時台 14 14 14 13 12 13 13 14 12 12 10 12 13 14 14 14 17 20 18 15 15 12 14 19 23 26 23 27 20 22 21 14 18 23 25 25 27 24 20 18 19 17 20

17時台 17 15 12 13 13 13 16 14 12 12 12 15 12 13 14 15 16 17 16 12 17 13 16 19 24 27 26 24 19 17 18 16 18 25 27 27 28 24 21 22 17 20 18

18時台 15 12 11 12 13 13 13 12 13 13 12 8 15 14 15 16 17 19 17 12 20 18 14 19 24 28 29 27 23 26 25 25 20 26 28 30 31 29 22 27 26 23 24

7時台 15 16 15 17 18 19 19 22 22 11 19 23 20 22 20 19 17 25 11 9 17 24 24 24 19 24 20 15 16 14 15 13 13 14 12 12 15 11 15 11 15 16 14

8時台 15 12 12 17 16 16 18 17 14 12 19 17 18 24 20 21 15 21 14 12 18 25 23 24 25 19 19 12 15 11 12 15 13 14 12 10 14 13 18 14 19 19 16

9時台 20 19 19 20 22 22 25 30 27 16 29 31 29 27 32 19 16 20 16 9 26 28 26 27 18 19 21 17 18 11 13 14 16 15 9 13 15 18 18 17 17 21 18

10時台 27 25 24 27 28 30 34 37 33 21 30 32 29 22 21 25 18 16 23 13 26 28 26 27 27 22 20 19 16 17 17 15 16 15 15 11 18 17 17 19 18 20 17

11時台 30 28 33 31 34 33 25 32 32 20 33 32 31 26 24 23 18 26 17 15 25 26 28 26 21 19 17 20 15 16 17 16 17 17 19 15 15 17 18 26 23 22 18

12時台 30 24 28 25 30 21 32 37 31 17 31 32 31 19 17 22 20 23 22 17 28 27 27 26 22 18 22 17 15 16 19 18 15 17 15 18 21 20 19 16 24 25 18

13時台 28 28 28 29 28 22 35 33 31 25 32 32 33 20 26 22 18 23 17 19 26 26 27 22 26 19 20 17 15 15 20 18 17 19 20 20 18 25 28 27 33 26 23

14時台 28 27 30 33 18 32 32 35 29 13 23 31 26 24 14 23 14 20 16 17 27 25 27 24 19 20 20 18 16 13 15 18 18 15 18 23 17 20 22 27 24 23 19

15時台 28 27 28 25 21 29 27 33 29 12 24 32 28 16 27 22 17 21 16 10 21 25 23 25 26 25 19 18 16 16 16 16 16 16 17 18 15 18 21 21 23 22 17

16時台 21 24 22 29 19 25 33 34 21 12 24 31 29 23 20 21 17 16 15 14 19 24 23 23 23 22 12 18 16 14 16 13 13 13 11 10 13 15 16 16 22 17 15

17時台 25 22 23 26 28 28 28 31 27 18 27 31 27 26 20 23 19 20 19 14 23 24 22 22 21 16 17 15 18 11 19 15 15 12 18 19 20 17 18 18 19 21 17

18時台 26 20 29 27 24 32 20 32 29 11 30 31 29 24 20 17 16 21 16 15 23 24 23 24 23 21 17 16 16 13 19 17 18 16 15 20 25 27 26 29 30 25 21

進行方向

進行方向

7時台 0 36 33 31 35 23 27 38 32 40 36 35 34 25 17 13 6 12 15 7 9 17 23

8時台 20 35 36 34 36 27 30 27 33 22 20 21 5 4 6 4 8 10 10 18 23

9時台 23 36 37 36 40 11 12 35 31 16 29 24 29 19 12 7 3 8 14 16 14 18 23

10時台 23 38 38 13 29 18 38 41 30 41 38 34 35 29 24 3 3 12 13 13 8 18 25

11時台 26 37 38 38 37 35 26 22 33 35 34 21 28 25 16 8 7 8 15 8 12 16 24

12時台 40 38 34 36 33 19 33 36 33 30 23 23 25 24 28 7 9 13 16 11 16 18 23

13時台 18 39 33 16 39 17 31 11 8 26 28 24 21 13 6 4 7 17 10 14 18 24

14時台 33 35 21 9 32 29 36 35 32 37 20 24 25 23 30 19 5 5 10 11 7 18 23

15時台 26 31 30 30 32 28 35 43 15 35 24 25 28 19 26 30 7 5 11 10 11 18 23

16時台 33 35 36 37 35 31 38 42 20 34 20 20 23 22 14 15 7 12 11 14 16 18 22

17時台 27 26 30 24 15 24 20 22 14 21 10 10 12 14 11 11 5 12 16 11 16 20 24

18時台 25 25 28 34 25 22 6 21 13 18 9 11 12 15 15 6 8 11 10 12 13 21 26

7時台 26 34 23 24 34 34 38 36 34 40 39 36 35 39 37 22 16 33 26 32 30 28 24

8時台 32 33 29 28 34 39 39 37 25 35 35 36 34 35 33 19 14 20 33 30 27 22 23

9時台 31 32 32 33 38 28 39 38 33 37 39 37 37 35 34 28 18 26 33 29 31 28 22

10時台 34 37 38 36 37 39 38 38 31 36 39 39 26 32 34 19 16 28 36 31 29 30 25

11時台 28 36 39 36 35 37 38 40 37 37 37 33 23 28 25 30 20 27 28 31 30 28 24

12時台 18 31 30 36 37 39 37 35 35 36 36 37 33 34 31 16 26 32 29 30 26 29 23

13時台 26 36 24 36 35 35 38 39 31 37 35 35 34 38 38 19 20 28 35 30 31 26 20

14時台 30 37 8 33 32 31 35 37 32 34 36 33 32 32 32 25 21 21 33 31 23 25 25

15時台 31 33 31 41 38 38 36 36 36 33 34 38 34 32 35 23 26 29 32 31 31 28 25

16時台 26 30 37 38 34 30 37 37 24 30 35 36 32 27 33 12 21 25 34 31 30 26 20

17時台 26 33 23 36 34 34 36 33 31 33 33 33 16 30 31 24 24 21 31 28 30 25 22

18時台 31 36 37 38 34 39 37 36 35 34 29 34 35 26 28 26 23 24 30 30 29 25 24

進行方向

進行方向

7時台 24 22 25 31 22 27 15 27 22 15 26 28 12 15

8時台 12 14 23 25 24 23 12 27 21 30 29 18 13

9時台 7 24 19 32 38 14 25 23 34 20 12 28 16 16 10

10時台 10 22 10 27 27 14 36 21 25 37 29 8 34 16 7

11時台 13 31 21 24 25 5 16 21 25 12 21 8 13 6 12 7

12時台 3 21 23 28 10 13 17 29 27 21 28 19 17

13時台 29 15 21 28 22 26 5 13 21 32 36 24 12 32 33 7 32

14時台 8 11 16 24 23 33 28 16 26 32 31 32 19 20 19 19 23 17

15時台 24 24 13 25 26 40 14 21 24 24 29 28 28 31 25 17

16時台 17 26 22 21 23 10 15 28 16 22 37 15 28 29 22 19 14

17時台 18 17 14 27 28 23 18 15 20 32 37 8 31 11 8

18時台 15 20 22 30 28 8 12 11 22 13 10 34 26 44 22 17

7時台 25 35 35 35 32 15 13 29 17 31 30 38 21 25 23 13

8時台 30 35 35 30 28 23 8 43 33 28 33 31 22 15

9時台 12 24 28 37 33 39 28 18 15 15 30 4 33 24 19 8

10時台 22 28 29 34 37 25 34 15 24 30 16 33 31 30 19 8

11時台 33 33 11 21 19 19 7 18 12

12時台 18 29 37 32 22 12 12 31 25 30 29 29 24 9

13時台 28 33 11 18 27 16 29 33 28 23 10

14時台 27 22 35 33 9 28 27 13

15時台 30 19 35 4 32 7 17 24 17 25 30 32 21 15

16時台 14 25 33 35 18 31 18 28 37 8 18 30 22 11

17時台 18 7 36 22 15 29 5 18 10 13 11

18時台 19 29 34 14 16 9 25 24 24 20 30 27 20 11

進行方向

進行方向

7時台 16 24 23 24 19 26 15 14 28 23 25 17 24 16 13 13 21 23 16 16

8時台 20 21 25 28 31 28 29 19 11 22 23 20 30 14 20 12 25 32 28 16

9時台 22 20 18 25 25 28 27 20 33 28 15 18 20 19 20 17 22 31 27 16

10時台 17 20 17 29 10 28 19 8 16 27 17 20 26 21 22 19 23 25 27 15

11時台 21 18 20 27 28 29 17 25 9 23 20 21 24 14 20 16 33 30 30 15

12時台 19 15 18 23 23 27 28 21 8 31 22 17 28 23 14 15 22 28 22 14

13時台 18 20 19 26 29 27 18 17 17 16 18 23 25 13 17 19 31 33 21 14

14時台 13 20 16 23 27 26 16 23 29 21 23 21 18 8 13 27 26 22 12 15

15時台 14 20 14 16 24 30 8 10 16 18 24 18 23 11 11 16 27 20 27 13

16時台 16 19 15 22 23 27 14 10 11 21 19 20 20 10 18 10 27 28 24 13

17時台 18 18 15 22 29 27 14 14 29 23 17 18 26 11 15 17 30 12 13 11

18時台 15 19 15 23 25 8 9 9 26 23 12 12 17 12 19 25 24 12 16 12

7時台 21 16 9 11 12 12 18 28 25 33 32 24 30 28 29 16 30 33 21 14

8時台 14 13 8 12 13 16 18 20 21 12 30 20 25 13 28 23 30 30 29 13

9時台 19 13 8 11 20 21 20 27 27 32 30 26 29 27 23 29 27 29 27 11

10時台 19 14 14 11 20 18 27 27 29 28 30 28 26 18 17 25 30 30 28 11

11時台 20 10 11 12 18 18 23 21 28 30 31 22 26 23 25 27 28 28 28 13

12時台 20 15 9 12 15 22 26 28 30 36 32 25 26 22 24 27 33 32 29 15

13時台 16 11 9 12 20 21 30 22 27 32 31 26 24 21 21 26 34 31 28 11

14時台 19 9 14 13 14 19 26 26 24 32 32 30 29 14 20 28 28 28 28 13

15時台 16 15 12 13 16 19 24 19 23 16 26 27 25 23 25 27 31 28 19 14

16時台 18 15 8 10 10 11 22 19 20 32 28 18 19 20 15 27 31 29 27 11

17時台 19 12 13 14 16 19 18 23 29 29 26 19 26 17 22 24 28 28 28 12

18時台 19 10 11 12 15 16 26 23 22 30 28 19 16 13 19 23 29 31 27 11

進行方向

進行方向

※全道路区間のためサンプル数が少ない

２．対策部会の進め方
（６）交通円滑化対策箇所の分析方針︓交通状況

終⽇速度低下が発生。

終⽇速度低下が発生。

終⽇速度低下が発生。



68※出典
事故︓（公財）交通事故総合分析センター 交通事故統合データ（2018年~2021年）

２．対策部会の進め方
（６）交通円滑化対策箇所の分析方針︓事故発生状況

★ 歩⾏者事故
★ ⾃転⾞事故
★ その他事故（⾃動⾞等）

凡　例

⾦杉五差路交差点

交差点内で歩⾏者、⾃転⾞事故が発生している。
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２．対策部会の進め方
（６）交通円滑化対策箇所の分析方針︓現状把握

写真①

写真②

写真①

写真③

写真④

写真②

写真③

写真④

階梯 1 2 3 4 周期
49 14 28 29 120

⾦杉五差路交差点



70※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の全日朝ピーク時（7〜8時台）
※背景地図の出典︓国土地理院地図を加工して作成

朝ピーク

着⽬区間

凡 例
速度10km/h未満
速度20km/h未満
速度30km/h未満
速度30km/h以上

２．対策部会の進め方
（６）交通円滑化対策箇所の分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路



71※出典︓ ETC2.0プローブデータ（⾛⾏履歴︓様式1-2）より算出。2022年9〜11月の全日朝ピーク時（7〜8時台）
※背景地図の出典︓国土地理院地図を加工して作成

朝ピーク

着⽬区間

凡 例
速度10km/h未満
速度20km/h未満
速度30km/h未満
速度30km/h以上

２．対策部会の進め方
（６）交通円滑化対策箇所の分析方針︓抜け道⾞両の⾛⾏経路
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２．対策部会の進め方
（７）参考︓上位施策の動向
 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、今後は道路分野においても、取組が加速化されてる予定である。
日本全体のCO2排出量のうち、約15％で⾃動⾞からの排出であり、渋滞による排出量が約1割と想定されている。
⾃動⾞の移動時間の約4割が渋滞などによるロスに相当し、⾼速道路よりも⼀般道路、特に地⽅道のロス率が⾼くなっている。
■カーボンニュートラルに対する動き

■道路分野のCO2排出量

出典︓国土交通省 社会資本整備審議会 第80回基本政策部会（2023年2月28日）
資料３︓道路分野のカーボンニュートラル推進戦略の策定の⽅向性

■道路ネットワークのパフォーマンス

出典︓国土交通省 社会資本整備審議会 第81回基本政策部会（2023年3月23日）
資料３︓今後のICT交通マネジメント
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・交通安全対策検討エリア（2エリア）及び交通円滑化対策検討エリア（1エリア）におけるETC2.0データ等
を⽤いた⾼度分析を⾏う。

・エリア内の危険区間、箇所を抽出し、その発⽣要因を分析するとともに渋滞による影響を把握する。

②現地踏査

③対策⽴案

２．対策部会の進め方
（８）まとめ

①要因分析

・①で分析した結果と現地の実情の整合性を確認する。
・エリア内の危険箇所及び渋滞発⽣箇所とその要因を明確にする。

④協議会への報告

・①、②の検討結果を踏まえて交通安全上の問題箇所にはゾーン30、ゾーン30プラスの指定や路⾯標⽰、
物理的デバイスの設置等の対策を⽴案する。渋滞発⽣箇所は交差点改良、区画線改良、信号現⽰
改良などを⽴案する。

・③で⽴案した対策の⽅向性やメニュー案を協議会で報告する。


